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システム構成は 1 )パーソナルコンビューター、 2) モニター、 3) 画像電送ボード、 4) ビデオレコーダー、 5)
カラービデオカメラ、 6) デジタルビデオカメラ、 7) デジタルカメラ、 8) マイクロフォン、 9) ポータブルベッ
ドサイドモニター(心電図、血圧、動脈血酸素飽和度の測定可能)であり、これらを架台に一括搭載し可搬式である
特徴を有した。電送経路は ISDN1 回線で、画像電送速度は 128 Kbps であった。以下が実施可能で、あった。 1) NTSC 
信号出力映像の電送、 2) 多種類の映像から任意にボタンひとつで、映像を選択、 3) H.320 ビデオ会議標準に準拠し











































著者・植田俊夫は、 1979 年以来救急医療臨床に携わり、 1997 年 7 月大阪大学に帰学し、救急臨床への遠隔医療支
援の導入を研究課題に選び、画像電送機器の開発を行うと共に遠隔医療支援を実施した。
・主論文の要旨は以下の通りである。












1.著者は、 1999 年 8 月から国立大阪病院救命救急センターに勤務し、医療情報連合大会のシンポジウムとして、国
立大阪病院と学会場をリアルタイムに結び、冠動脈 PTCA ライブデモを実施した。この時、著者が主論文にその実現
の必要性を記載した 384 Kbps の電送速度を持つ TMS6103 を新規調整使用した。
2. 上記 TMS6103 は、著者が立案した 1999 年度国立病院臨床共同研究「大規模災害時を想定した平時からの共同カ
ンファレンスj においても使用された。
3. 著者は 2000 年 1 月 1 日から西武庫病院へ勤務し、主論文にその必要性を強調した遠隔医療支援の臨床応用研究を
継続している。具体的には、
1) 著者を主任研究員として、西武庫病院は厚生労働省から平成 12 年度在宅緩和ケア等遠隔医療支援事業国庫補助金
交付施設に選出され、在宅癌末期患者の遠隔医療支援を実施している。




3) 著者は、 2002 年 5 月に国立大阪病院と東ヨーロッパのクロアチア固とをリアルタイムに画像電送機器で結び、第
一回クロアチア遠隔医療学会の教育講演として「クロアチア人に対する遠隔医療支援ライブ」を企画、実施し、海外
遠隔医療支援への臨床応用にむけても研究を継続している。
以上の研究成果を有する植田俊夫は、博士(医学)の学位授与に値する。
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